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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 　
第10期

第３四半期連結
累計期間

第11期
第３四半期連結
累計期間

第10期

会計期間 　

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高
（千円）

　
10,311,01013,457,32216,650,135

経常利益又は経常損失（△）
（千円）

　
△501,321 14,542 119,991

四半期純損失（△）又は当期純利益 （千円） △549,215△24,142 156,875

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △550,122△21,215 165,577

純資産額 （千円） 372,909 979,0971,088,565

総資産額 （千円） 11,834,15112,528,84812,307,993

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額
（円） △66.85 △2.94 19.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円）　 － － －

自己資本比率 （％）　 2.9 7.6 8.6

　

回次 　
第10期

第３四半期連結
会計期間

第11期
第３四半期連結
会計期間

会計期間 　

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 16.15 30.36

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、事業等のリスクについて重要な変更はありません。また、新たに発生したリス

クはありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　　　

（1）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成24年12月に実施された衆議院解散による総選挙において、

民主党から自由民主党へ政権が移り、金融緩和や経済対策実行への期待感から円安・株高が進行しており、景気回

復への明るい見通しが高まっております。

　当社グループの主力事業である建設事業におきましては、新政権による緊急経済対策において、公共事業の追加を

柱とする大型補正予算が見込まれるものの、継続的な公共事業削減による建設業就業者の減少に加え、東日本大震

災に伴う復興事業等により足元の供給力不足が懸念されており、先行き不透明な状況が続いております。

　このような情勢の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は134億57百万円（前年同期比30.5％増）、営業利益は

１億47百万円（前年同期　営業損失３億63百万円）、経常利益は14百万円（前年同期　経常損失５億１百万円）、四

半期純損失は24百万円（前年同期　四半期純損失５億49百万円）となりました。

　なお、当社グループは、通常の営業の形態として第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、業績に

季節的変動があります。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、金額にはセグメント間取引を含めております。

（建設事業）

　建設事業におきましては、公共事業の削減による受注競争激化等、引き続き厳しい経営環境が続いております。

  なお、大型工事の進捗率が前年同期より増加したため、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期と比較し

大幅に増加しております。

　  当第３四半期連結累計期間の受注高は111億69百万円（前年同期比23.7％増）、売上高は115億51百万円（前年同

期比34.0％増）、セグメント利益は５億14百万円（前年同期　セグメント利益24百万円）となりました。

（製品販売事業）

　製品販売事業におきましても、その対象は建設業界であり依然厳しい状況が続いております。当第３四半期連結累

計期間の受注高は21億97百万円（前年同期比7.6％減）、売上高は18億40百万円（前年同期比1.0％増）、セグメン

ト利益は１億33百万円（前年同期比31.6％増）となりました。

（情報システム事業）

　情報システム事業の主な事業内容であるシステム開発および販売では、緊急経済対策に伴い製造業の業績が改善

見込みになりつつも、依然としてIT投資抑制の影響はあり、厳しい状況が続いております。当第３四半期連結累計期

間の売上高は１億76百万円（前年同期比4.5％増）、セグメント利益は３百万円（前年同期比63.6％減）となりま

した。

  （不動産賃貸事業）

  　不動産賃貸事業におきましては、当社保有の極東ビルディングにおいて、事務所賃貸ならびに一般店舗・住宅の賃

貸管理のほか、グループ会社の拠点として、当社が一括して賃借した事務所を各グループ会社に賃貸しており、安定

した売上高を計上しております。当第３四半期連結累計期間の売上高は１億48百万円（前年同期比2.1％減）、セグ

メント利益は97百万円（前年同期比1.1％増）となりました。 

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、36百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（4）生産、受注及び販売の実績

　当第３四半期連結累計期間において、建設事業の販売実績が前年同期と比較し著しく増加しました。

　その事情及び内容などについては、「（1）業績の状況」をご覧下さい。　

　

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループの主たる事業である建設事業において、公共事業の縮小による受注競争の激化等、引き続き厳しい経

営環境が続いております。

　従いまして、当社グループの受注予想、業績予想に関しましては、現状において合理的に見積ることのできる要因

は可能な限り反映させておりますが、今後の事業環境如何によっては下方修正を余儀なくされる可能性がありま

す。

　当社グループといたしましては、これらの状況において、確固たる経営理念・経営哲学のもと、グループとしての

拡大を目的として、事業戦略機能の強化と経営資源の最適化を推進して行く所存であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行
数(株)

（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,620,000 8,620,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 8,620,000 8,620,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日　
－ 8,620,000 － 2,500,000 － －

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 404,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,157,000 8,157 －

単元未満株式 普通株式 59,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 8,620,000 － －

総株主の議決権 － 8,157 －
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②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ビーアールホー

ルディングス

広島市東区光町二丁

目６番31号
404,000 － 404,000 4.72

計 － 404,000 － 404,000 4.72

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、完全議決権株式数に対する自己名義所有株式数の割合を記載してお

ります。 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,279,451 1,323,918

受取手形・完成工事未収入金等 4,844,421 4,500,427

未成工事支出金 796,446 1,219,651

商品及び製品 504,560 650,165

仕掛品 47,260 21,472

材料貯蔵品 83,873 114,200

繰延税金資産 69,053 69,053

その他 355,944 414,570

貸倒引当金 △5,069 △3,914

流動資産合計 7,975,942 8,309,547

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,277,200 1,217,359

土地 2,097,557 2,097,557

その他（純額） 267,414 321,968

有形固定資産合計 3,642,172 3,636,885

無形固定資産 82,860 71,638

投資その他の資産

投資有価証券 198,483 203,146

繰延税金資産 132,359 132,359

その他 314,006 212,931

貸倒引当金 △37,831 △37,660

投資その他の資産合計 607,017 510,776

固定資産合計 4,332,051 4,219,300

資産合計 12,307,993 12,528,848

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,281,561 4,302,775

短期借入金 ※2
 3,299,000

※2
 3,920,000

1年内償還予定の社債 175,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 288,332 270,652

未払法人税等 36,066 43,353

未成工事受入金 1,792,321 1,328,974

賞与引当金 － 61,745

工事損失引当金 18,264 64,350

その他 399,046 576,478

流動負債合計 10,289,592 10,768,329

固定負債

社債 100,000 50,000

長期借入金 675,164 572,737

役員退職慰労引当金 25,591 20,453

その他 129,080 138,231

固定負債合計 929,835 781,421

負債合計 11,219,427 11,549,750
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 800,500 800,500

資本剰余金 163,806 163,806

利益剰余金 242,339 138,463

自己株式 △103,233 △103,233

株主資本合計 1,103,413 999,536

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △46,842 △44,074

為替換算調整勘定 － △9,105

その他の包括利益累計額合計 △46,842 △53,179

少数株主持分 31,994 32,740

純資産合計 1,088,565 979,097

負債純資産合計 12,307,993 12,528,848
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 10,311,010 13,457,322

売上原価 9,355,561 12,026,562

売上総利益 955,448 1,430,760

販売費及び一般管理費 1,319,382 1,283,482

営業利益又は営業損失（△） △363,933 147,278

営業外収益

受取利息 337 310

受取配当金 3,833 4,423

スクラップ売却益 7,749 6,899

その他 17,084 21,499

営業外収益合計 29,005 33,133

営業外費用

支払利息 76,093 72,418

資金調達費用 61,288 66,216

その他 29,010 27,233

営業外費用合計 166,392 165,868

経常利益又は経常損失（△） △501,321 14,542

特別利益

固定資産売却益 752 135

特別利益合計 752 135

特別損失

固定資産除却損 869 2,124

投資有価証券評価損 9,324 －

特別損失合計 10,193 2,124

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△510,763 12,553

法人税、住民税及び事業税 28,985 37,198

法人税等調整額 8,045 △1,016

法人税等合計 37,030 36,182

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △547,793 △23,628

少数株主利益 1,421 514

四半期純損失（△） △549,215 △24,142
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △547,793 △23,628

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,328 2,768

為替換算調整勘定 － △354

その他の包括利益合計 △2,328 2,413

四半期包括利益 △550,122 △21,215

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △551,544 △21,961

少数株主に係る四半期包括利益 1,421 746
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　（連結の範囲の重要な変更）

　　　JAPAN-VIETNAM HANOI PRE-STRESSED CONCRETE COMPANY LIMITEDは、事業活動の開始に伴い、第１四半期連結会計期間

より連結の範囲に含めております。

　　　㈱構造テクノは、平成24年４月１日付で東日本コンクリート㈱と合併したため、連結の範囲から除いております。

　

【会計方針の変更等】

　　　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【追加情報】

　　　（賞与引当金の計上基準）　

　従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

　なお、連結会計年度末においては、連結会計年度末までの支給対象期間に対応する賞与は、確定賞与として処理する

こととなっているため発生いたしません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 377,409千円 320,805千円

 

※２. 貸出コミットメント

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行（前連結会計年度においては取引銀行

４行）と貸出コミットメント契約を締結しております。 

　貸出コミットメント契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

貸出コミットメントの総額 2,370,000千円 2,800,000千円

借入実行残高 1,770,000 2,300,000

差引額 600,000 500,000

　

（四半期連結損益計算書関係）

業績の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

　当社グループは、通常の営業の形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が他の四半期連結

会計期間に比べて大きいため、業績に季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 239,964千円 179,893千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月28日

定時株主総会
普通株式 32,866 ４　  平成23年３月31日 平成23年６月29日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 32,861 ４　　  平成24年３月31日 平成24年６月27日利益剰余金

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 32,861 ４　　  平成24年９月30日 平成24年12月３日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 建設事業
製品販売
事業

情報システ
ム事業

不動産賃貸
事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高        

外部顧客への売

上高
8,622,3631,543,99198,86845,78710,311,010－ 10,311,010

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 277,04869,952106,367453,369△453,369 －

計 8,622,3631,821,040168,820152,15510,764,379△453,36910,311,010

セグメント利益又

は損失（△）
24,692101,7798,747 96,335231,555△595,489△363,933

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△595,489千円には、セグメント間取引消去△8,538千円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△586,950千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。　

　

EDINET提出書類

株式会社ビーアールホールディングス(E00312)

四半期報告書

13/16



Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 建設事業
製品販売
事業

情報システ
ム事業

不動産賃貸
事業

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高        

外部顧客への売

上高
11,551,8121,761,886100,29943,32313,457,322－ 13,457,322

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 78,26676,165105,613260,045△260,045 －

計 11,551,8121,840,152176,464148,93713,717,367△260,04513,457,322

セグメント利益 514,705133,9693,184 97,348749,208△601,930147,278

（注）１．セグメント利益の調整額△601,930千円には、セグメント間取引消去△6,690千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△595,240千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △66円85銭 △2円94銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △549,215 △24,142

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△549,215 △24,142

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,215 8,215

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

２【その他】

　 平成24年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）配当金の総額………………………………………32,861千円

 (ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月３日

　 （注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月12日

株式会社ビーアールホールディングス

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　良智　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 宮本　芳樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビーアー

ルホールディングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24

年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビーアールホールディングス及び連結子会社の平成24年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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